
１０．農業機械科

(１)真渕敏治・高橋恒水(１９５７)：傾斜地流下土の畜力揚土機の試作研究。

    徳島農試研報、(２)：２１～２２。

(２)真渕敏治・高橋恒水(１９５７)：湿田における耕耘機の比較試験成績。

    徳島農試研報、(３)：６～９。

(３)真渕敏治・高橋恒水(１９５９)：通風乾燥による早期籾の乾燥について。

    徳島農試研報、(４)：２９～３３。

(４)真渕敏治・高橋恒水(１９６０)：ドリル播種機による麦の省力多収栽培について。

    徳島農試研報、(５)：２３～２６。

(５)真渕敏治・高橋恒水(１９６２)：傾斜地揚土機の試作研究。

    徳島農試研報、(６)：２０～２３。

(６)真渕敏治・高橋恒水(１９６４)：乗用トラクタを中心とした水稲直播機械化体系の確立について

    徳島農試研報、(７)：２０～２９。

(７)真渕敏治・高橋恒水(１９６６)：コンバイン(普通型)利用上からみた水稲の収穫適期について。

    徳島農試研報、(８)：７～１２。

(８)真渕敏治・高橋恒水・玉野光彦(１９６７)：早期水稲の機械化について(第１報)田植刈取の

    機械化。

    徳島農試研報、(９)：１３～１９。

(９)真渕敏治・高橋恒水(１９６８)：傾斜地機械化発展の実態と現状。

    徳島農試特別報告、(４)：１～３８。

(10)真渕敏治・高橋恒水(１９６８)：早期水稲の機械化について(第２報)田植の機械化。

    徳島農試研報、(１０)：４７～５６。

(11)真渕敏治・高橋恒水(１９６９)：水稲機械化作業体系の比較評価に関する研究。

    徳島農試研報、(１１)：６６～８３。

(12)真渕敏治・高橋恒水(１９７０)：簡易苗代稚苗による機械移植に関する研究(第１報)。

    徳島農試研報、(１２)：２４～３０。

(13)真渕敏治・高橋恒水(１９７２)：田植機用マット苗の露地育苗について。

    徳島農試研報、(１３)：３５～３８。

(14)真渕敏治・佐竹治男・高橋恒水(１９７５)：大豆の播種、収穫機械化試験。

    徳島農試研報、(１４)：９１～９６。

(15)真渕敏治・高橋恒水(１９７６)：傾斜地用農業機械の研究。

    農機誌、３７(４)：６５９～６６５。

(16)原春雄・野本陽一・後藤田栄一(１９７７)：自脱型コンバインによるビール麦の収穫法。

    徳島農試研報、(１５)７３～７７。

(17)野本陽一・原春雄(１９７９)：水田裏作裸麦の早期収穫および乾燥調製の機械化。

    徳島農試研報、(１７)：４８～５６。

(18)野本陽一・川崎健・原春雄(１９８２)：茎莢付大豆の搬出予乾法(１)、

    農及園、５７(７)：９０１～９０６。

(19)野本陽一・原春雄(１９８２)：種子用自脱型コンバインによる稲麦の採種法。

    徳島農試研報、(２０)：６３～７６。


